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大切だと思わなかった ・　　6．7 たいへん重要 轍羅 ・60．7
人と話すこと苦手 　店 羅　25．8 もっと学びたい1
人が好き やはり自分は苦手 灘雲窯 135
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福祉に必要と思わなかった 蕪蕪懸鎌123 福祉の仕事に必要 霞40．5
やったことがなく戸惑う 欝 41．1 1人では出来ないしごと …　 ?D51．5
意味も知らなかった 17．2 他の人の意見で勉強に










意味知らず 持てる機能の活用 ㎜” 店12．3 663
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すべてをやってあげると 鳳 36．8 興味が湧いてきた 暢　　晒 27．O
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25．8 幅広い知・技必要 雛 ．699
介護系は苦手 20．2 心と体の理解 皿 49．7
単位習得のため受講 12．9 ケアプランのために重要 35．6
技術勉強したい ・45，4 介護もおもしろいと思えた 14．1
社会福祉士には不要 、8．0 自分には難しい 6．7
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6．6
れる。 え、事故防止の配慮や、 高度のケア技術が要求さ
③　要介護者のケア内容の複雑化　　　　　　　　れる状況にある。
　従来の障害へのケアに加え、高齢化に伴う病弱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】V．介護技術1授業終了時学生意識調査結化や生活習慣病の通院治療、寝たきり（車椅子対　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果をふまえた今後の課題応）者9人（4年前の2人から9人に）への対
応。嚥下困難・肺炎による急変や繰り返し入院が　　1）福祉を目指す学生の介護意識と介護i技術習得
増え、1年間に25人50％が入院し、これへの付き　　の必要性およびその意味の理解
添いや生活援助が必要となる。また、骨折・転倒　　　学生の入学時の動機は、社会に役立つ仕事をし
は年2～3人、人工肛門や胃痩造設者もおり、身　　たいという漠然としたものであり、「自立を支え
体状況の介護管理に目が離せない実情となってお　　る福祉」という意識も少ないが、介護技術の授業
り、障害者更生施設と言うより要介護の老人ケア　　終了時にはその重要性も理解し、体験的実技の学
施設という状況になってきているといえる。　　　　習への満足度は高く、人間相手の直接的な仕事と
これは県内多くの知的障害者施設が同様の傾向　　して、介護i技術の重要性の理解が多少とも深ま
であり、支援費制度以来、職員数は増員できない　　り、技術教育の需要の高さが伺われる。
まま、QOLの充実の要求と、ケアの複雑さを抱　　　しかし、「グループワークは嫌い」とか、「人と
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図16S知的障害者施設における入所者の状況　　　　援助に臨めるよう、学生を指導することで、効果
平成17年9月　入所者50人 的な福祉力向上が期待できると考える。
1，S知的障害者施設における利用者の年齢分布 2）社会が求める総合的ケアマネージ能力のある
80歳～　　　～19歳4％　　　　　0％ 人材育成
20歳～39歳 福祉学部の卒業生の就職先をみると、過半数は
60歳～79歳
16％ 老人関連施設であり、この3年間で需要が伸びて
24％　　　　　　　　　　　窄　翼　　璽　“ いるのは老人施設と知的障害者施設である。職種
＿輔40歳～59歳 別では介護職と支援員が8割を占め、この対象の
鰻　　　　　　　56％　解輔霧認． 多くが老人系である。したがって、国民的課題で
ある「快適な老後」を支えられる、高齢者への介
2．障害の内容（S知的障害者施設）入所者50人 護力のある人材を社会は求めていることは明確で
0　　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80
1癒。 あり、心身の介護技術能力を高める教育の充実が
重度知的障害 88 重要と考える。
視覚障害 6 社会福祉専門職の援助に求められるのは、個別
体幹機能 10 に利用者の悩みの部分に深く関わり、真に必要な
言語障害 8 援助として、「老後に向けたこれから先の生き
聴覚障害 8 方」への自立力を引きだし、生きる意欲を育てる
役割であり、触れあって身体で悩みを理解し、援
3．入所者のケアの内容（S施設） 助の工夫をともに見いだして行くという、総合的
・従来の障害のケア・日常生活援助 ケアマネージ能力である。また社会福祉士の業務
・知的障害に加えた重複障害32％への対応 とされる相談業務は、多様化した相談内容の受容
・高齢化に伴う病弱化・生活習慣病の通院介助
E寝たきり者（車椅子対応9人）へのケア と、利用者の心身の理解やその対応、家族への技
・人工肛門、胃痩造設者へのケア 術的アドバイスなどであり、また介護事故の防止
・年間入院者25人（50％）の付き添い・生活援助 などの危機管理責任や、介護職員の労務管理を任
（嚥下困難・肺炎、骨折転倒2～3人） される場合も多い。したがって日本の高齢病弱者
の増加と相まって、これからの福祉現場では、介
話すことが苦手」などの学生がかなりみられ、ま　　護技術を身につけた指導性のある専門職を、より
た授業の中で実施したメンタルヘルスチェックの　　多く求めているのが実態であるといえる。
結果でも、「自己価値観が低く」「ストレスに弱　　3）福祉系大学としての専門職の教育責任
い」、「やることに自信のない」学生像が8割にも　　①現場実習の準備教育としての位置づけ：最
みられた。少子化の中で育った若者達は、生活体　　　　近の3年次の現場実習の評価のなかには、目
験や社会参加が少なく、人の悩みや痛みの理解が　　　　の前の利用者に手も出せず、声かけも出来な
しにくく育っているのも事実である。　　　　　　　　いため、実習課題をこなすどころではない状
チームケアで成り立つ福祉現場では、関連職種　　　　況の学生がかなり見受けられるようになって
との協同連携の立場から、総合的視野と互いの業　　　　きている。カリキュラム再編に当たっては、
務内容の理解が欠かせない。特に介護保険制度に　　　　介護技術の授業は、3年次からの現場実習の
おける自立支援では、アセスメントとケアプラン　　　準備教育として、2年次において技術1を設
などのケアマネジメントは、介護技術の理解無く　　　定し、通年2単位授業が適当かと思われる。
しては不可能である。そして福祉を目指す学生自　　②　3年次の現場実習は、まず全員が特養など
身が生活援助の技術の必要性を理解し、もっと技　　　　の老人施設で実習し、ここで社会に1歩踏み
術を身につけたいと望んでいることから、今後は　　　　だし、人間の理解として高齢者にかかわらせ
介護i技術の授業の時間数を増やすなどの充実によ　　　ていただき、対人援助としての体験をさせた
り、介護技術力に自信をつけ、介護を糸口に対人　　　　い。そして自信や理解力も付いてきた中で、
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4年次の応用実習をさせ、自分の目指す分野　　　　の研修に力を置き、介護現場の質の向上の推
の課題探求として位置付けると、充実した援　　　　進をめざしている。大学院設置に当たりこれ
助技術が培われると考える。見学のような実　　　　らを重点にした、特徴ある専門研究がなされ
習をしていては、自己覚知も出来ず、対人援　　　　ることも、一つの方向性かと思われる。
助の実習にはならない。学生自身が他者に直
接向き合って、自分の力を養う必要性を自覚　　参考文献
し、残存機能の理解と自立支援の重要性など　　1）「ヘルスカウンセリングテキスト」1・H　ヘルス
の課題に直面し、自己成長するよう促した　　　カウンセリングセンター　インタナショナル宗像
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恒次・小森まり子・橋本佐由理著（2002．2003）
③最近では、介護福祉士の資格がないと採用　　2）認知症介護実践研修テキストシ1ノーズ1・2「新
しないと言う施設も多くなっている。各専門　　　しい認知症介護：実践者編・実践リーダー編」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2005）職と互角に責任分担が果たせる人材が重要と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）「大学生・短期大学部生に対するストレスマネジメなる。高齢化の進む時代の要請に答え、各専
ント教育効果に関する研究」ヘルスカウンセリング門職と広く連携し、介護能力の高い学生を育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学会年報41－47（2004）武田一・内田和寿
成し、質の高い介護・福祉を地域社会に提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）「ヘルスカウンセリング事典」日総研　宗像恒次・
できるよう・時代をきりひらく役割として・　　　橋本佐由理著（2000）
総合的指導力を持った資質を持つ人材を福祉　　5）長野大学キャリアサポートセンター「卒業生の就
大学が育てなければならないと考える・　　　　　職実態」　2002，2003年、2004年度
④特徴ある大学院にむけて：国では意欲ある　　6）長野県坂城町s知的障害者施設入所者支援実績報
現場職員に向け「認知症介護実践リーダー」　　　告2004年度
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